
 

【組織活動・保健室経営】 

１１：学校保健委員会①（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ コロナ禍の学校保健委員会・地域学校保健委員会の取組 

取組に至った

経緯 

コロナ禍だからこそ家庭・地域と共に児童の心と体と歯の健康を守る

ため、学校保健委員会・地域学校保健委員会を工夫して開催した。 

 歯科保健委員会は「コロナ禍の歯・口の健康管理」をテーマに学校歯

科医が作成した動画をホームページにアップした。また、校内学校保健

委員会では地域小中共通のアンケートを実施して本校児童の生活習慣

の変化や心と体の不調の様子を紙面発表し、地域学校保健委員会では各

校の上記アンケート結果を持ち寄った。 

実施時期 令和３年６月 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 学校保健委員会を工夫して開催することにより、大切な歯・口の健康

づくりの増進につなげられた。 

 また、生活習慣や心と体の不調の変化を把握したことで、自校や地域

の課題を見つけることができ、学校保健活動の評価や計画に活用するこ

とができた。 

課題等 

 発信はしたが、児童・家庭・地域から受信する方法の工夫が足りなか

ったので、その反応をみることがあまりできなかった。そのため、受信

する方法を検討し、より活発的な学校保健委員会になるように計画して

いきたい。 

 

  



 

【補足資料】１１：学校保健委員会①（小学校）       【組織活動・保健室経営】 

 

「コロナ禍の学校保健委員会・地域学校保健委員会の取組」 

１ 歯科学校保健委員会 テーマ「コロナ禍の歯・口の健康管理」 

（１）テーマ設定の理由 

①コロナ禍の歯・口の健康管理について学び、マスク生活の中でも、変わらず歯と口の健康を 

守るための行動ができるようにする。 

②児童を指導する立場の教員や保護者が気をつけなければならないむし歯や歯肉炎を予防す 

るために、歯・口の健康管理について学ぶ。 

③児童自身が歯と口の健康のため、よい生活習慣を実践することによって、自分の歯と口の健 

康を実感させて児童のセルフエスティームの向上をはかる。 

 

  （２）配信方法 

    学校ホームページにアップして、保護者 児童 地域の方に視聴してもらう。 

①児童向け講義  「歯と口の健康を守る大切さ」     学校歯科医     

    「かめるとよいこと」と「生え変わった永久歯を守るために」のお話をわかりやすく教えて

いただく。 

②児童向け講義  「上手な歯みがきをしよう」     歯科衛生士      

       「細かく動かす」「適度な強さでみがく」「前歯は歯ブラシをたててみがく」などを 

     教えていただく。 

   ③保護者向け講義 「口腔細菌とフッ素の利用」    学校歯科医  

      規則正しい食生活習慣の大切さと１日３回３分間の歯みがき、フッ化物洗口の利用で未来

の子供たちの歯を守ることができることを教えていただく。 

 

２ 学校保健委員会 テーマ「コロナ禍の子供たちの心身の健康について」 
（１）テーマ設定の理由 

      ①本校児童の生活習慣の実態調査から、ゲーム・ＩCＴがコロナ禍でどのくらい増えたか。 

      それによって、それぞれの児童に体調不良等が起きていないかを調査し、対応策を考える。 

②紙面報告や児童保健委員会活動などで周知して、児童自身がよりよい生活習慣を送れるよ 

うにする。 

  （２）アンケート実施期間   令和２年１２月２１日～令和３年１月１５日 

  （３）周知の仕方    

２月頃に紙面発表、一部ホームページ掲載、保健委員児童からの報告で周知する。 

 

３ 地域学校保健委員会 テーマ「心の健康づくり」 
（１）テーマ設定の理由 

コロナ禍でますますＩＣＴ機器の使用が進む中、さらにその傾向が高まっていると考えられる

ため、健康状態に支障をきたしていないかを調査するとともに、心身の健康を損なわない使用方

法の指導や、ゲーム・ＳＮＳに依存させない環境づくりについて検討する。 

（２）アンケート実施期間   令和２年１２月２１日～令和３年１月１５日 

  （３）周知の仕方    

２月頃に紙面発表、一部ホームページ掲載、保健委員児童からの報告で周知する。 



 

【組織活動・保健室経営】 
【補足資料】１１：学校保健委員会①（小学校） 

地域共通アンケート  

全国学力調査の項目や〇〇市ライフスキル教育のアンケート項目、県内・市内養護教諭の 

アンケート実践を参考に組み合わせて作成したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 本校児童のデジタル機器使用時間 
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【組織活動・保健室経営】 

１１：学校保健委員会②（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ コロナ禍での学校保健委員会開催 

取組に至った

経緯 

 コロナ禍で多くの学校行事が中止、延期などの変更をしている中、コロナ

禍であるからこそ、感染予防対策の中心を担う学校保健活動は継続するこ

とを考え、「できる方法」を模索し、学校保健委員会を開催した。 

 令和２年度第１回目は、講師を学校薬剤師に依頼し、コロナ感染予防対策

について指導講評していただいた。その後も継続して、本校の健康課題をテ

ーマに感染予防対策をしながら開催している。 

実施時期 年間 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 
 開催形態（時間、分散、対象者等）の工夫や参加人数の制限をすることで、

年間２回の学校保健委員会を開催することができている。 

課題等 

 開催形態の工夫や参加人数の制限をしつつ、健康課題を研究協議し、健康

づくりを推進する学校保健委員会の目的を果たすためには更なる工夫が必

要である。 

 

  



【組織活動・保健室経営】 
【補足資料】１１：学校保健委員会②（小学校） 

学校保健委員会について         

 

 

◇令和２年度 第１回目【新型コロナウイルス感染症予防について】 R2.11.20                  

①児童保健委員会発表 ②講話：講師 学校薬剤師〇〇先生 ③演習●災害時ハンカチマスクの作り方 ●グループワーク 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇令和 2年度 第２回目【スマホ・ゲームと健康について】＊ICT 機器使用の心身への影響 R3.3（感染予防対策で学級毎に実施） 

①DVD「スマホと健康」 ②依存しない付き合い方やルールについて（〇〇地区の決まりの確認） 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画を活用 

どんな約束で 

使っていますか？ 

感染予防対策を行いながら、開催方法を工夫して、コロナ禍でも継続開催 

手洗いのタイミング 



【補足資料】１１：学校保健委員会②（小学校）            【組織活動・保健室経営】 
◇令和３年度 第 1 回目【新型コロナウイルス感染症について】 R3.7.12                          

 

 

 

    

 
 
 
 

①保健委員会発表（手洗い実験結果） 

②新型コロナウイルス感染症知識理解度テスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜保健委員会で行った手洗い実験の発表＞ ＜手洗いのうた＞ 

＜理解度テスト回答＆振り返り用紙 ＞ 

＜保護者の方も参加＞ ＜手洗いのタイミング＞ 

参加者感想 

・保健委員として発表したので、練習しているうちにコロナに関する知識がより深まりました。（児童） 

・映像や発表、クイズでわかりやすい内容でした。（児童） 

・自分だけができていても、みんなで確認することで改めて知識を高める効果があると思いました。（保護者） 

・職場でも使いたい内容でした。家でも子どもたちと話したいと思います。（保護者） 

◇令和３年度 第２回目【新型コロナウイルス感染症と歯・口の健康】 R3.12 オンライン開催予定 令和３年度地域学校保健委員会 R4.2 予定 



 

【組織活動・保健室経営】 

１１：学校保健委員会③（小学校） 

取
組
内
容 

テーマ コロナ禍での地域学校保健委員会 ～初めてのＤＶＤ開催～ 

取組に至った

経緯 

 感染症拡大防止の観点から、従来の集合協議形式ではなく各学校がそれぞれ

の取組についての動画を撮影し、１つのＤＶＤとしてまとめ、各学校で視聴す

るという形で開催をした。児童生徒、教職員だけでなく、保護者や学校医・学

校歯科医・学校薬剤師にもＤＶＤ視聴での参加をお願いし、視聴後に感想や指

導、助言をいただき今後の学校保健活動に活かす取組を行った。 

実施時期 令和２年１２月 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 各校で児童生徒や教職員、保護者等多くの人が参加（視聴）すること

ができた。各校の取組を知り、共通事項を確認することで、健やかな身

体を守る意欲や行動につながる大変有意義なものとなった。新しい形で

の地域の交流の在り方を見つけることができた。 

課題等 
 発表や講話がメインになってしまうため、学校保健委員会の目的の一

つである協議や活動ができなかったことが課題である。 

 

  



 

【補足資料】１１：学校保健委員会③（小学校） 

 

「コロナ禍の地域学校保健委員会～初めてのＤＶＤ開催～」 
 

１ ＤＶＤ全体の内容 

  〇テーマ 「各学校における学校保健の取組について（新型コロナウイルス感染拡大防止の取組について）」 

 〇会次第 

①開会の言葉、あいさつ 

②目的説明 

③各学校の取組について 

④〇〇中学校区学校保健共通取組事項の確認 

⑤指導助言（〇〇中学校 学校薬剤師 〇〇様） 

⑥閉会の言葉      

〇収録時間 ４５分間程度      

   

 

２ ＤＶＤ内の本校取組動画 

〇内容 

①オープニング 

②手洗いについて 

③マスクについて 

④歯みがきについて 

⑤エンディング 

〇所要時間：１２分間程度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域学校保健委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

    



 

１１：学校保健委員会④（中学校） 

取
組
内
容 

テーマ 子供たちが自ら考え、話し合う、学校保健委員会  

取組に至った

経緯 

 コロナ禍の生活において、子供たちは今までの生活と比較しストレス

を抱えていることが、本校の調査により明らかになった。長引く感染対

策で疲れやストレスが増してきている中、よりよい生活が送れるよう、

教員からの指導だけではなく、子供たちが自ら考え話し合いができるよ

うに学校保健委員会で取り組んだ。 

実施時期 令和３年２月 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 

 新型コロナウイルス感染症について、自ら考え話し合うことで、自分

のこととして捉え、感染対策のリーダーとして力を発揮することがで

き、全校生徒に自分達にできる感染対策を周知した。 

課題等 
 繰り返し定期的に、子供たちに感染対策について考える時間を持つこ

とが必要である。 

  



 

【補足資料】１１：学校保健委員会④（中学校） 

 

「学校保健委員会」 
１ はじめに 
令和２年度、本校では臨時休校下における中学生
のストレスに影響を及ぼす要因について調査を行
った。その結果、新型コロナウイルス感染症拡大に
よって、子供たちも非日常的な生活を強いられ心身
ともにストレスを受けたことが明らかになった(図
１)。学校が再開されてもコロナ禍が続き、子供たち
は予防やストレスを強いられている。そこで、学校
保健委員会で取り上げ、よりよい生活を送ることが
できる方法の話し合いを行った。 
 
２ 実践報告 
 学校保健委員会は、令和３年２月に「新型コロ
ナウイルス感染症予防―私達にできること」とい
うテーマで開催した。はじめに、養護教諭と保健
主事から新型コロナウイルス感染症についてと現在
の感染状況等についてパワーポイントを使用して説明した（図２）。 

 
 
次に、感染予防対策について個人研究をした（図

３）。続いて、学年男女別グループに分かれ、自分た
ちでできるコロナ対策について考えた。１・２年男子
は学校外で予防できること、１・２年女子は学校内で
予防できること、生徒会は体と心を健康に保つために
できることについて考えた。グループで自ら考えた意
見を出し合い、同じようなものをグループ化して見出
しをつけまとめて発表した（図４･図５）。 
 

図１ 臨時休校中のストレス反応 

図２ パワーポイントによる説明資料の一部 

図３ 個人研究の様子 
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３ まとめ 
学校保健委員会終了後は、保健委員全員が一人ひとり学んだことをレポートとしてまとめた。

各クラスで保健委員が学んだことを伝え、放送で保健委員長から全校生徒へも伝達した。保健室
前に保健委員が作成したまとめと写真を掲示した(図６)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 子供たちがグループでまとめた予防方法 

図５ グループ研究の発表の様子 

図６ 学校保健委員会終了後の保健委員のまとめの一部と掲示 
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【補足資料】１１：学校保健委員会④（中学校） 



【組織活動・保健室経営】 

１１：学校保健委員会⑤（高等学校） 

取
組
内
容 

テーマ 感染症予防対策マニュアルの作成 〇〇高等学校Ver 

取組に至った

経緯 

 感染症予防の観点から、対面での学校保健委員会開催ができなくなっ

たため、書面会議での学校保健委員会を開催した。その際、令和２年度

に本校で実施した感染症予防対策をマニュアル化した冊子を委員に配

付（郵送）し、令和２年度の反省や今後の方針の検討を行った。 

実施時期 令和２年度 ３学期 補足資料 有 

成
果
と
課
題 

成果 
 校内の意見だけでなく、学校医・学校歯科医・学校薬剤師の専門家か

らの意見をいただくことができ、次年度に向けての方向性が定まった。 

課題等 
 令和２年度だけでなく、令和３年度以降もマニュアルの内容を見直

し、情勢に合った取組を検討していく必要がある。 

 

  



【組織活動・保健室経営】 
 

【補足資料】１１：学校保健委員会⑤（高等学校） 

２０２０年度 〇〇高等学校における感染予防対策一覧 

 

 本校における感染症予防対策は、学校保健の構造領域に基づき「保健教育」「保健管理」「組織活動」

の３つの項目を柱とし、具体的な対応策を検討・実施した。それぞれの項目における実践内容について、

Ｐ●～Ｐ●に詳細を記載する。 
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学校環境の 
管 理 

〇教科指導における感染症に関する

取扱い（P●） 
〇保健便りや配付資料を用いた感染

予防対策の啓発（参考資料） 
〇校内放送による呼びかけ（P●） 
〇感染症をテーマとした保健講演会 
 （P●～●） 

〇心身の健康状態の把握・情報管理 
 （P●～●） 
〇朝の健康観察（P●～●） 
〇授業時の感染予防対策（P●） 
〇保健室における対応時の予防対策 
 （P●） 
〇健康診断時の感染予防対策 
（P●～●） 

〇心の健康問題への対応（P●） 

〇昼食時の巡回指導（P●） 

〇感染症対策ルームの設置（P●） 
〇共用箇所の消毒器材設置（P●） 
〇校内設備の消毒（P●） 
〇食堂の感染予防対策（P●～●） 

〇保健環境部・学校保健委員会・生徒保健委員会を中心

に、教職員及び事務職員と連携を図り、学校保健活動

を推進 

〇〇高等学校感染症予防対策 


